
漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一

本
論

の
タ
イ
ト
ル
は「
漢
字
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
か（
續
編
）」

に
な
っ
て
い
る
。
前
稿
「
漢
字
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
か
」
の
結
論

が
誤
っ
て
い
た
た
め
、
あ
ら
た
な
內
容
を
書
き
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿

で
は
「
漢
字
」
と
い
う
語
の
初
出
を
問
題
に
し
、
そ
れ
に
あ
っ
た
タ
イ
ト
ル

と
し
た
。
と
こ
ろ
が
、「
漢
字
」
と
い
う
語
の
初
出
と
し
て
さ
ら
に
古
い
も

の
が
見
つ
か
っ
た
た
め
、
前
稿
の
結
論
は
誤
り
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

誤
り
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
が
、
わ
れ
わ
れ
漢
字
學
硏
究
會
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
る
山
田
崇
仁
氏
で
あ
る
。
誤
り
は
正
さ
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
、
そ

れ
を
受
け
て
大
形
・
橫
大
路
・
陳
は
修
正
稿
を
書
く
つ
も
り
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、山
田
氏
が
「
漢
字

獻
情
報
處
理
硏
究
會
（
大
形
も
メ
ン
バ
ー

で
あ
る
）」の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
第
一
九
七
號（
二
〇
一
三
年
六
月
一
日
發
行
）

に
「「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
は
い
つ
か
ら
使
わ
れ
た
か
」
と
題
し
た
コ
ラ
ム

を
揭
載
さ
れ
た
た
め（

1
）、
そ
れ
を
發
展
さ
せ
た
も
の
を
山
田
氏
に
書
い
て
い

た
だ
き
、
第
二
號
に
揭
載
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
が
本
稿
で

あ
る（

2
）。

は
じ
め
に

筆
者
は
こ
こ
數
年
、「

字
」と
い
う
語
彙
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
、

そ
し
て
、
そ
れ
以
外
の

字
を
意
味
す
る
ど
の
よ
う
な
語
彙
が
使
用
さ
れ
て
い
た

の
か
に
つ
い
て
、
硏
究
を
行
っ
て
き
た
（
山
田
崇
仁
二
〇
〇
八
a
、
同
二
〇
〇
八

b
、
同
二
〇
〇
九
a
、
同
二
〇
〇
九
b
、
同
二
〇
一
三
）。

そ
の
硏
究
の
結
論
を
簡
單
に
述
べ
て
お
く
（
槪
要
は
山
田
崇
仁
二
〇
〇
九
b
參

照
）。ま

ず
、
中
華

明
の
世
界
で
は
、
書
き
言
葉
を
表
現
す
る
際
に
使
用
す
る
記
號

（
書
記
記
號
）
に
つ
い
て
、「
書
」「

」「
名
」「
字
」「
書
契
」
な
ど
が
使
用
さ
れ

て
き
た
。
そ
の
中
で
、
秦
系
の
語
彙
で
あ
っ
た
「
字
」
が
、
秦
の
統
一
に
よ
っ
て

書
記
記
號
を
意
味
す
る
公
的
な
も
の
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
山
田
崇

仁
二
〇
〇
八
b
）。

對
し
て
「

字
」
は
、
そ
の
よ
う
な
書
記
記
號
を
表
現
す
る
語
彙
群
の
中
で
も

後
發
の
も
の
に
屬
し
、
そ
の
初
出
は
始
皇
帝
の
琅
邪
臺
刻
石
に
ま
で
降
る
（
山
田

崇
仁
二
〇
〇
八
a
）。
で
は
、
そ
の
表
現
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
か
。

そ
れ
は
當
該
刻
石
の
修
辭
上
の
必
要
性
（
四
字
一
句
、二
句
目
末
尾
に
韻
を
踏
む
）

「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

山
田  

崇
仁
・
大
形　

徹
・
橫
大
路  

綾
子
・
陳　

建
明



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

二

に
理
由
が
あ
る
。

ま
ず
、
統
一
以
前
の
戰
國
時
代
後
期
に
、
正
名
に
關
連
す
る
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し

て
「
書
同

」
と
い
う
表
現
が
登
場
す
る
。
刻
石
は
そ
の
表
現
を
ベ
ー
ス
に
、「

」

の
後
ろ
に
同
義
か
つ
周
邊
の
句
と
同
韻
で
あ
る
「
字
」
を
付
け
た
結
果
、「

字
」

と
い
う
表
現
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
從
っ
て
、「

字
」
そ
れ
自
體
は
同
義
の

二
字
が
竝
ぶ
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
二
字
で
一
義
を
表
現
す
る
も
の
で
は
無
か
っ

た
。
し
か
し
、
當
該
碑

を
著
錄
し
た
司
馬
遷
が
書
記
記
號
の
意
味
で
初
め
て
使

用
す
る
こ
と
で
、「
書
記
記
號
＝

字
」
の
關
係
が
發
生
し
、
そ
の
後
次
第
に
そ

の
用
法
が
廣
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
着
し
た
の
で
あ
る
（
山
田
崇
仁
二
〇
〇
八

a
）。し

か
し
、こ
れ
ら
拙
論
で
は
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
採
り
上
げ
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
筆
者
が
基
本
的
な
硏
究
對
象
と
す
る
時
代
が
、
漢
王
朝

が
成
立
す
る
以
前
の
春
秋
・
戰
國
期
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、
中
華
世
界
の
汎
稱
と

し
て
の
「
漢
」
も
ま
た
、
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
先
日
筆
者
も
會
員
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
す
っ
か
り
ご
無
沙
汰

と
な
っ
て
い
る
漢
字
學
硏
究
會
か
ら
、
雜
誌
『
漢
字
學
硏
究
』
第
一
號
（
立
命
館

大
學
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
編
）
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
卷
頭

論

で
あ
る
「「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
」（
大
形
徹
／
陳
建

明
／
橫
大
路
綾
子
著　

以
下
前
稿
と
略
す
）
が
目
に
と
ま
り
、
上
記
の
硏
究
を
遂

行
す
る
に
あ
た
っ
て
、「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
に
つ
い
て
等
閑
視
し
て
き
た
こ
と
に

思
い
至
り
、
何
か
參
考
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
讀
み
進
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。

前
稿
で
は
、
結
論
と
し
て
「
漢
字
は
『
遼
史
』
に
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
遼
王

朝
の
時
期
に
使
わ
れ
始
め
た
」
旨
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
に
加
え
て
「
我
が
國
で
は

『
遼
史
』
以
前
の
平
安
時
代
中
期
に
書
か
れ
た
『
發
心
和
歌
集
』（
選
子
內
親
王
著　

一
〇
一
二
年
成
立
）
に
用
例
が
あ
り
、
さ
す
が
に
日
本
か
ら
逆
輸
入
さ
れ
た
可
能

性
は
無
い
が
、
或
い
は
日
本
で
獨
自
に
作
ら
れ
た
語
彙
な
の
か
も
し
れ
な
い
。」

こ
と
も
併
せ
て
指
摘
が
あ
っ
た
。

こ
の
結
論
に
つ
い
て
、
筆
者
も
初
め
は
「
そ
こ
ま
で
降
る
も
の
な
の
か
」
と
い

う
讀
後
感
を
持
つ
の
み
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
當
該
論

に
『
世
說
新
語
』
言
語
第

二
の
「
高
坐
道
人
不
作
漢
語
」
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
稿
の
「
漢
字
」
の

初
出
が
遼
ま
で
降
る
と
い
う
結
論
に
疑
問
を
抱
く
に
至
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
中
華
世
界
と
は
、

字
と
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
情
報
（
行
政

關
係
・
儒
家
思
想
な
ど
）
に
よ
っ
て
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る

（
冨
谷
二
〇
一
〇
）。
そ
こ
か
ら
、
口
頭
言
語
を
表
す
「
漢
語
」
と
い
う
表
現
が
少

な
く
と
も
劉
宋
の
時
代
ま
で
遡
る
以
上
、
書
記
言
語
に
使
う
記
號
（
す
な
わ
ち
書

記
記
號
）
を
表
す
「
漢
字
」
も
、
同
時
期
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測

し
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
自
分
で
も
少
し
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
が
本
稿
執
筆
の
動

機
で
あ
る
。第

一
章　

漢
譯
佛
典
に
見
え
る
「
漢
字
」・「
漢
語
」
關
連
語
彙

分
野
や
對
象
を
限
ら
ず
、
今
日
こ
の
よ
う
な
語
彙
調
査
を
行
う
上
で
、
大
規
模

デ
ジ
タ
ル
コ
ー
パ
ス
や
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
利
用
を
缺
か
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
特
に
、
大
量
の

獻
を
對
象
に
網
羅
的
な
調
査
を
行
う
上
で
、
こ
れ
ら
の

利
用
は
當
然
の
こ
と
と
な
っ
て
い
る（

3
）。

中
國
史
の
基
本

獻
の
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
は
、
臺
灣
中
央
硏
究



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

三

院
の
漢
籍
電
子

獻
が
そ
の
代
表
格
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
漢
籍
電
子

獻
の
最
新

バ
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
る
新
漢
籍
全

を
利
用
し
て
「
漢
字
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
檢
索

し
た
と
こ
ろ
、
無
料
で
利
用
可
能
な
も
の
の
範
疇
で
は
、
前
稿
の
指
摘
通
り
『
遼

史
』
が
初
出
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
で
は
、
違
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。

漢
籍
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
漢
字

獻
情
報
處
理
硏
究
會
編
二
〇
一
一
で
も
い
く

つ
か
採
り
上
げ
た
が
、
唐
以
前
の
書
籍
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
漢
籍
電
子

獻
を

除
く
と
、
版
本
の
善
し
惡
し
を
別
に
す
れ
ば
『
四
部
叢
刊
』・『
四
庫
全
書
』
を
利

用
す
る
こ
と
で
大
ま
か
な
傾
向
は
把
握
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
收
錄
さ
れ
る

書
籍
に
つ
い
て
は
、
特
に
基
本
書
を
中
心
に
漢
籍
電
子

獻
と
重
な
る
も
の
も
多

い
た
め
、
意
味
の
あ
る
結
果
を
得
ら
れ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
そ
こ
で
、
上
記
三

つ
に
含
ま
れ
な
い

獻
を
入
力
し
た
テ
キ
ス
ト
コ
ー
パ
ス
（
ま
た
は
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
）
も
併
せ
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

選
擇
の
手
が
か
り
と
な
っ
た
の
が
、前
稿
で
も
採
り
上
げ
て
い
る
『
世
說
新
語
』

言
語
第
二
に
「
不
作
漢
語
」
と
評
さ
れ
る
「
高
坐
道
人
」
が
西
域
出
身
の
僧
侶
で

あ
る
（『
世
說
新
語
』
劉
孝
標
注
に
引
く
『
高
坐
道
人
別
傳
』
に
よ
る
）
點
で
あ
る
。

筆
者
は
こ
の
用
例
か
ら
、
漢
語
や
漢
字
と
い
う
語
彙
の
發
生
に
は
、
佛
典
漢
譯
と

の
關
連
性
が
存
在
す
る
の
で
は
と
推
測
し
た
。

そ
こ
で
、
漢
譯
佛
典
の
標
準
テ
キ
ス
ト
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』（
以
下
大
正
藏

と
略
す
）
の
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
あ
る
「SAT

大
正
新
脩
大

藏
經
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス（

4
）」
を
使
っ
て
、
漢
字
や
そ
れ
に
關
連
す
る
語
彙

を
中
心
に
檢
索
す
る
こ
と
に
し
た（

5
）。

第
一
節　

最
初
期
の
用
例

―
義
淨
『
梵
語
千
字
文
』

―

ま
ず
は
「
漢
字
」
そ
の
も
の
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
指
定
し
て
檢
索
し
た
。
そ
の
結

果
、
書
記
記
號
の
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
用
例
を
い
く
つ
か
見
出
す
こ
と
が

で
き
た
。

そ
の
中
で
も
最
も
早
期
の
例
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、『
南
海
寄
歸
內
法
傳
』
で

よ
く
知
ら
れ
る
唐
代
の
義
淨
（
貞
觀
九
（
六
三
五
）
年
〜
先
天
二
（
七
一
三
）
年
）

に
よ
る
、『
梵
語
千
字

』（T2133A （
6
））
の
序

で
あ
る
。

T2133A.54.1190a18: 

爲
欲
向
西
國
人
。
作
學
語
樣
。
仍
各
註
中
。
梵
音
下

T2133A.54.1190a19: 

題
漢
字
。
其
無
字
者
。
以
音
正
之
。
竝
是
當
途
要
字
。

T2133A.54.1190a20: 

但
學
得
此
則
餘
語
皆
通
。
不
同
舊
千
字

。
若
兼

T2133A.54.1190a21: 

悉
曇
章
讀
梵
本
。
一
兩
年
間
卽
堪
飜
譯
矣

※
以
下
、SAT

の
檢
索
結
果
に
つ
い
て
は
、SAT

の
表
記
形
式
そ
の
ま
ま

で
引
用
す
る
。
ま
た
、
冒
頭
の
數
字
と
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
、「
大
正
藏

二
一
三
三
卷
A
（
同
一
書
名
で
複
數
の
版
本
を
收
錄
し
て
い
る
場
合
、
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
區
別
）、
洋
裝
本
第
五
四
册
、
一
一
九
〇
頁
一
（
a
）
段
目
、

一
八
〜
二
一
行
目
」
を
意
味
す
る
。

本
書
は
、
梵
語
（
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
）
の
學
習
用
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
序
は
そ
の
作
成
由
來
を
記
し
た
も
の
だ
が
、
東
洋

庫
所
收
の
九
世
紀
寫

本
（
傳
慈
覺
大
師
將
來
。
近
年
の
分
析
か
ら
、
中
國
產
の
紙
に
書
か
れ
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
）
に
旣
に
序
が
記
さ
れ
て
い
る
以
上
、
序
を
義
淨
の



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

四

と
す
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
。

同
樣
に
、
義
淨
が
書
記
記
號
の
意
味
で
「
漢
字
」
を
使
用
し
た
用
例
に
、
景
雲

二
（
七
一
一
）
年
譯
の
『
能
斷
金
剛
般
若
波
羅
蜜
多
經
論
釋
』
の
自
注
が
あ
る
。

T1513_.25.0881c06: 

故
顯
其
常
轉
。
是
虛
妄
性
問
何
故
本
經
初
留
梵
語
陀
羅
。

不
譯
爲
漢
字
者
。
有
何
意

T1513_.25.0881c07: 
趣
。
答
梵
本
三
處
皆
是
陀
羅
。
而
義
有
差
別
。
今
時
譯
者
若
也

全
爲
梵
字
。
卽
響
滯
於
東
土
。
如
其
總
作
唐
音
。
頓
理
乖
於
西

筆
者
の
調
査
の
限
り
に
お
い
て
、
義
淨
の
使
用
例
が
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
の

最
古
の
も
の
と
な
る（

7
）。
そ
れ
で
は
次
に
、
我
が
國
で
の
用
例
に
つ
い
て
調
査
を

進
め
よ
う
。

第
二
節　

日
本
人
の
最
古
の
「
漢
字
」
使
用
例

―
最
澄

―

日
本
人
に
よ
る
「
漢
字
」
の
最
初
期
の
使
用
例
と
し
て
、
天
台
宗
の
祖
で
あ
る

傳
敎
大
師
最
澄
に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
最
澄
は
短
期
の
留
學
僧
と
し
て
我
が
國
の
延
曆

二
十
三
（
八
〇
四
）
年
に
入
唐
す
る
が
（
唐
の
年
號
で
言
え
ば
貞
元
二
十
年
、
德

宗
の
末
、
中
唐
の
後
期
と
な
る
）、
翌
年
の
歸
國
の
際
、
日
本
に
持
ち
出
す
經
典

な
ど
の
目
錄
を
作
成
し
、
そ
れ
に
從
っ
て
台
州
（
浙
江
省
紹
興
市
）
刺
史
淳
給
及

び
明
州
（
浙
江
省
寧
波
市
）
刺
史
鄭
審
則
の
檢
と
印
可
を
受
け
た
。

そ
の
目
錄
こ
そ
が
現
在
、『
傳
敎
大
師
將
來
台
州
錄
』（T2159　

以
下
、『
台

州
錄
』
と
略
す
）
及
び
『
傳
敎
大
師
將
來
越
州
錄
』（T2160　

同
じ
く
『
越
州
錄
』

と
略
す
）
と
し
て
世
に
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る（

8
）。

台
州
錄
の

政
四
（
一
八
二
一
）
年
刊
本
（
大
正
藏
の
底
本
）
の
序
に
よ
れ
ば
、

本
書
の
最
澄
自
筆
本
は
、
殘
念
な
が
ら
織
田
信
長
の
比
叡
山
燒
き
討
ち
の
際
に
燒

失
し
た
と
さ
れ
る
。
幸
い
に
し
て
、『
台
州
錄
』
は
そ
れ
以
前
の
寫
本
や
そ
れ
に

も
と
づ
い
た
刻
本
と
し
て
本

が
傳
承
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
そ
の
內
容
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、『
越
州
錄
』
は
現
在
ま
で
最
澄
自
筆
本
が
延
曆

寺
に
傳
え
ら
れ
て
お
り
、
我
が
國
の
國
寶
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
自
筆
本
で
あ
る
『
越
州
錄
』
の
事
例
か
ら
確
認
し
よ
う
。『
越
州
錄
』

で
は
「
漢
字
」
が
二
例
使
用
さ
れ
て
い
る（

9
）。

T2160_.55.1058b28: 

般
若
心
經
梵
本
漢
字
一
卷

T2160_.55.1058b29: 

梵
漢
字
金
剛
輪
眞
言
一
卷

こ
の
兩
者
の
う
ち
、
前
者
の
用
例
に
は
注
目
す
べ
き
點
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
大

正
藏
の
活
字
本
で
は
氣
が
つ
か
な
い
が
、
當
該
部
分
の
「
漢
字
」
が
本

よ
り
や

や
小
さ
め
の
字
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る（
圖
參
照
）。お
そ
ら
く
當
該
書
は
、

本
來
「
般
若
心
經
梵
本
」

と
い
う
書
名
で
あ
り
、
そ

の
內
容
は
陀
羅
尼
や
眞
言

の
よ
う
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ

ト
語
を
漢
字
で
音
寫
し
た

も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ

れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
書

名
の
み
で
は
、
そ
れ
が
梵

字
で
書
か
れ
た
も
の
と
誤

圖：越州錄より
（傳敎大師奉讚會一九三六より）
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五

認
さ
れ
る
恐
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
注
と
し
て
「
漢
字
」
二
字
を
添
え
た
の
だ
と
考

え
ら
れ
る
。

こ
の
「
漢
字
」
が
注
記
で
あ
る
以
上
、そ
れ
が
最
澄
本
人
に
よ
る
も
の
な
の
か
、

あ
る
い
は
後
世
の
加
筆
に
よ
る
も
の
な
の
か
が
問
題
と
な
る
が
、
本
目
錄
の
書
式

が
「
書
名
＋
卷
數
を
（
空
格
を
開
け
ず
に
）
密
着
し
た
形
式
で
表
記
す
る
」
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
「
漢
字
」
と
い
う
二
字
も
ま
た
、
最
澄
そ
の
人
に
よ
る
も
の

だ
と
し
て
よ
い
。
よ
し
ん
ば
そ
れ
が
後
世
の
加
筆
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
次
行
の

「
梵
漢
字
金
剛
輪
眞
言
一
卷
」
に
「
漢
字
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
以
上
、

最
澄
が
そ
の
表
現
が
何
を
意
味
す
る
か
を
理
解
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。從

っ
て
、
最
澄
は
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
を
、
我
々
と
同
樣
に
「
中
華

明
で

發
明
さ
れ
た

字
」
の
意
味
で
使
用
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
彼
の
書

い
た
『
越
州
錄
』
の
「
漢
字
」
と
い
う
表
現
が
、現
存
最
古
の
現
物
資
料
と
な
る（
10
）。

次
に
『
台
州
錄
』
に
つ
い
て
採
り
上
げ
る
。『
台
州
錄
』
に
つ
い
て
は
、
新
川

登
龜
男
二
〇
〇
二
が
「
梵
漢
」
と
い
う
表
記
が
見
え
る
こ
と
を
旣
に
指
摘
し
て

い
る（
11
）。
こ
の
「
梵
漢
」
は
、「
梵
字
」
と
「
漢
字
」
を
そ
れ
ぞ
れ
指
し
示
し
た
も

の
で
あ
り
、
上
記
越
州
錄
の
「
梵
漢
字
金
剛
輪
眞
言
一
卷
」
も
そ
れ
に
相
當
す
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、『
台
州
錄
』
の
用
例
は
以
下
の
通
り
。

T2159_.55.1057b20: 

新
譯
梵
漢
兩
字
大
佛
頂
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b21: 

梵
漢
兩
字
隨
求
卽
得
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b22: 

梵
漢
兩
字
佛
頂
尊
勝
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b23: 

梵
漢
兩
字
千
臂
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b24: 

梵
漢
兩
字
千
手
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b25: 

梵
漢
兩
字
一
字
咒
王
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b26: 

梵
漢
兩
字

殊
師
利
五
字
陀
羅
尼
一
卷

T2159_.55.1057b27: 

梵
漢
字
隨
求
卽
得
曼
荼
羅
一
張

こ
れ
ら
の
書
名
か
ら
推
測
さ
れ
る
內
容
と
し
て
、
何
れ
も
眞
言
・
陀
羅
尼
を
梵

字
と
漢
字
（
梵
字
の
音
を
漢
字
で
表
記
し
た
も
の
か
）
で
記
し
た
も
の
が
推
測
さ

れ
る
。
こ
れ
ら
『
越
州
錄
』・『
台
州
錄
』
そ
れ
ぞ
れ
に
收
錄
さ
れ
た
書
物
は
、
最

澄
が
唐
王
朝
の
領
域
下
で
收
集
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
前
節
の
義
淨
の
使
用
例

を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、「
漢
字
」と
い
う
熟
語
は
、（
前
稿
の
結
論
と
は
異
な
り
）元
々

中
華

明
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

こ
こ
ま
で
の
檢
討
の
結
果
、「
漢
字
」
の
用
例
が
『
遼
史
』
か
ら
數
百
年
遡
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
の
た
め
、
前
稿
の
結
論
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

で
は
次
に
「
漢
字
」
と
い
う
二
字
の
用
例
の
み
で
は
な
く
、「
梵
漢
兩
字
」
の

よ
う
な
漢
字
と
類
似
す
る
表
現
に
ま
で
網
を
廣
げ
て
調
査
檢
討
す
る
こ
と
に
し
よ

う
。

第
二
章　
「
梵
漢
」
と
「
胡
漢
」

前
節
で
は
「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
を
對
象
に
檢
索
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果

「
漢
字
」
と
い
う
直
接
的
な
表
現
の
初
出
は
唐
代
に
な
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

ま
た
、『
台
州
錄
』
に
「
梵
漢
」
の
よ
う
な
「
梵
字
と
漢
字
」
の
意
味
で
使
用

さ
れ
る
用
例
を
複
數
見
出
す
こ
と
も
で
き
た
。
こ
の
記
述
は
、
本
論
冒
頭
で
も
述

べ
た
、「
漢
字
」
と
い
う
表
現
は
梵
字
と
の
關
係
、
す
な
わ
ち
譯
經
の
現
場
か
ら



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

六

發
生
し
た
と
す
る
假
說
が
妥
當
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
次
に
、「
梵
漢
」
や
「
漢
梵
」
な
ど
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
て
檢
索
を
進
め
る

こ
と
に
し
た
。

ま
ず
、「
字
」
が
末
尾
に
付
く
も
の
か
ら
檢
索
し
た
。
そ
の
結
果
、「
梵
漢
兩
字
」・

「
梵
漢
字
」・「
梵
字
漢
字
」
と
い
う
表
記
で
使
用
さ
れ
る
も
の
を
い
く
つ
か
見
出

す
こ
と
が
で
き
た
。

不
明『
金
剛
頂
普
賢
瑜
伽
大
敎
王
經
大
樂
不
空
金
剛
薩
埵
一
切
時
方
成
就
儀
』

大
歷
三
（
七
六
八
）
年
か

T1121_.20.0523c10:   

大
歷
三
年
八
月
十
四
日
西
京
靑
龍
寺
僧
願
力

T1121_.20.0523c11: 

書
寫
梵
漢
字
記

全
眞
『
唐
梵
文
字
』
開
成
四
（
八
三
九
）
年

T2134_.54.1216b14: 

西
國
人
亦
須
曉
解
悉
曇
童
梵
漢
之
語
者
或
是
博

T2134_.54.1216b15: 

學
君
子
欲
得
作
學
漢
梵
之
語
者
悉
曇

字
五
天

T2134_.54.1216b16: 

音
旨
不
出
此
途
傅
大
瑜
伽
敎
千
歲
阿
闍
梨
方
傅

T2134_.54.1216b17: 

流
通
此
地
竝
是
中
天
音
韻
最
密
要

字
出
自
聲

T2134_.54.1216b18: 

明
論
本
但
有
學
唐
梵
之
語
者
得
此
爲
首
餘
語
皆

T2134_.54.1216b19: 

通
梵
漢
兩
本
同
學
習
者
細
用
其
心
一
二
年
間
卽

T2134_.54.1216b20: 

堪
飜
譯
兩
國
言
音
字
義
同
美
夫
欲
飜
譯
持
念
習

T2134_.54.1216b21: 

瑜
伽
行
者
先
令
精
凍
此

梵
漢
雙
譯
梵
字
漢
字

T2134_.54.1216b22: 

漢
識
梵
言
梵
呼
漢
字
者
或
多
或
竝
有
二
合
三
合

煩
雜
に
な
る
た
め
こ
こ
に
は
あ
げ
な
か
っ
た
が
、『
入
唐
求
法
巡
禮
行
記
』
で

知
ら
れ
る
慈
覺
大
師
圓
仁
が
歸
國
時
に
請
來
し
た
經
典
類
の
目
錄
に
は
、「
梵
漢

兩
字
」
を
書
名
に
持
つ
も
の
が
大
量
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、「
梵
漢
」
や
「
漢
梵
」
の
用
例
も
調
べ
て
み
た
。
そ
れ
な
り
に
用
例

が
見
い
だ
さ
れ
た
が
、
最
も
古
い
用
例
と
し
て
は
、
慧
皎
『
高
僧
傳
』（
天
監

十
八
（
五
一
九
）
年
）
の
そ
れ
が
該
當
す
る
だ
ろ
う
。

T2059_.50.0327b26: 

也
。
其
見
稱
如
此
。
祖
旣
博
涉
多
閑
。
善
通
梵
漢

T2059_.50.0327b27: 

之
語
。
嘗
譯
惟
逮
弟
子
本
五
部
僧
等
三
部
經
。

T2059_.50.0329c17: 

子
法
度
。
善
梵
漢
之
言
常
爲
譯
語
。
度
本
竺
婆

T2059_.50.0329c18: 

勒
子
。
勒
久
停
廣
州
往
來
求
利
。
中
途
於
南
康

T2059_.50.0341a27: 

論
優
婆
塞
二
十
二
戒
等
。
凡
二
十
六
卷
。
竝

義

T2059_.50.0341a28: 

詳
允
梵
漢
弗
差
。
時
影
福
寺
尼
慧
果
淨
音
等
。

T2059_.50.0346c04: 

博
究
衆
音
。
善
於
梵
漢
之
語
。
又
有
無
羅
叉
比

T2059_.50.0346c05: 

丘
。
西
域
道
士
。
稽
古
多
學
乃
手
執
梵
本
。
叔
蘭
譯

T2059_.50.0346c06: 

爲
晉

。
稱
爲
放
光
波
若
。
皮
牒
故
本
今
在
豫

T2059_.50.0367b15: 

叡
以
經
中
諸
字
并
衆
音
異
旨
。
於
是
著
十
四

T2059_.50.0367b16: 

音
訓
敍
。
條
列
梵
漢
。
昭
然
可
了
。
使

字
有

T2059_.50.0367b17: 

據
焉
。
叡
以
宋
元
嘉
中
卒
。
春
秋
八
十
有
五
矣
」
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七

注
目
す
べ
き
は
、「
〜
漢
（
之
）
語
」
と
い
う
用
例
で
あ
る
。
こ
れ
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
檢
索
す
る
と
、例
え
ば
智
顗
（
五
三
八
〜
五
九
七
）『
維
摩
經
玄
疏
』（T1777　

開
皇
十
六
（
五
九
六
）
〜
十
七
（
五
九
七
）
年
）
及
び
『
天
台
智
者
大
師
禪
門
口
訣
』

（T1919　

六
世
紀
後
半
）
の
よ
う
に
「
胡
漢
之
語
」
と
い
う
用
例
が
得
ら
れ
る
。

T1777_.38.0548a03: 

者
。
有
師
言
。
昔
佛
法
初
度
。
胡
漢
之
語
未
通
。
故
河

T1777_.38.0548a04: 
西
群
學
謂
無
飜
也
。
爾
來
經
論
度
此
。
飜
譯
胡
漢

T1777_.38.0548a05: 
之
語
旣
通
修
多
羅
定
有
飜
也
。
但
諸
法
師
各
異

T1919_.46.0584a12: 

胡
漢
語
令
人
不
解
。
此
是
惡
鬼
入
身
名
兜
醯
羅
。

こ
れ
は
漢
語
へ
の
飜
譯
對
象
と
し
て
、
梵
語
と
竝
ん
で
胡
語
が
存
在
し
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
あ
る（
12
）。

白
鳥
庫
吉
一
九
七
〇
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
胡
の
原
義
は
、
匈
奴
の
中
華
王
朝

側
か
ら
の
略
稱
と
さ
れ
、
そ
れ
が
前
漢
以
降
の
匈
奴
の
強
盛
化
に
と
も
な
っ
て
北

族
の
汎
稱
に
な
っ
た
結
果
、
中
華
以
外
の
言
語
の
汎
稱
と
し
て
胡
語
が
使
用
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。

實
際
、
後
漢
で
は
、
北
族
の
包
括
的
稱
謂
と
し
て
「
胡
」
を
使
用
し
、
そ
れ
に

對
す
る
稱
謂
と
し
て
「
漢
」
を
使
用
す
る
例
は
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。

『
三
國
志
』
公
孫
瓚
傳

柔
招
誘
烏
丸
・
鮮
卑
、
得
胡
・
漢
數
萬
人
、
與
瓚
所
置
漁
陽
太
守
鄒
丹
戰
于

潞
北
、
大
破
之
、
斬
丹
。

『
後
漢
書
』
公
孫
瓚
傳

劉
虞
從
事
漁
陽
鮮
于
輔
等
・
合
率
州
兵
・
欲
共
報
瓚
。
輔
以
燕
國
閻
柔
素
有

恩
信
・
推
爲
烏
桓
司
馬
。
柔
招
誘
胡
漢
數
萬
人
・
與
瓚
所
置
漁
陽
太
守
鄒
丹

戰
于
潞
北
・
斬
丹
等
四
千
餘
級
。

裴
松
之
『
三
國
志
注
』『
魏
志
』
田
疇
傳

『
先
賢
行
狀
』
載
「
太
祖
表
論
疇
功
」
曰
、

雅
優
備
、
忠
武
又
著
、
和
於

撫
下
、
愼
於
事
上
、
量
時
度
理
、
進
退
合
義
。
幽
州
始
擾
、
胡
・
漢
交
萃
、

蕩
析
離
居
、
靡
所
依
懷
。
疇
率
宗
人
避
難
於
無
終
山
、
北
拒
盧
龍
、
南
守
要

害
、
淸
靜
隱
約
、
耕
而
後
食
、
人
民
化
從
、
咸
共
資
奉
。
及
袁
紹
父
子
威
力

加
於
朔
野
、
遠
結
烏
丸
、
與
爲
首
尾
、
前
後
召
疇
、
終
不
陷
撓
。
後
臣
奉
命
、

軍
次
易
縣
、
疇
長
驅
自
到
、
陳
討
胡
之
勢
、
猶
廣
武
之
建
燕
策
、
薛
公
之
度

淮
南
。
又
使
部
曲
持
臣
露
布
、
出
誘
胡
衆
、
漢
民
或
因
亡
來
、
烏
丸
聞
之
震

蕩
。
王
旅
出
塞
、
塗
由
山
中
九
百
餘
里
、
疇
帥
兵
五
百
、
啓
導
山
谷
、
遂
滅

烏
丸
、
蕩
平
塞
表
。
疇

武
有
效
、
節
義
可
嘉
、
誠
應
寵
賞
、
以
旌
其
美
。

こ
の
引
用
か
ら
は
、
後
漢
期
に
は
北
方
と
中
華
を
意
味
す
る
語
彙
と
し
て
、
胡

と
漢
の
組
み
合
わ
せ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
れ
に
加
え
、
船

山
徹
二
〇
一
三
が
述
べ
る
よ
う
に
、
梵
が
佛
敎
傳
來
後
新
た
に
作
ら
れ
た

字
で

あ
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば（
13
）、
佛
敎
漢
譯
の
場
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

化

を
表
す
汎
稱
と
し
て
、佛
敎
傳
來
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ら
の
語
彙
が
、

ま
ず
は
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
容
易
に
推
測
さ
れ
る
。

漢
譯
佛
典
や
そ
れ
に
關
連
す
る
著
作
の
中
で
「
胡
漢
」
が
使
用
さ
れ
る
の
は
、



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

八

後
秦
の
鳩
摩
羅
什
（
三
四
四
〜
四
一
三
年
）
や
東
晉
の
慧
遠
（
三
三
四
〜
四
一
六

年
）
の
飜
譯
や
著
書
が
早
期
の
例
に
屬
す
。
ま
た
、
梵
語
の
最
初
の
使
用
例
は
三

國
吳
の
支
謙
『
法
句
經
』
序（
14
）で
あ
り
、
ま
た
梵
漢
の
早
期
の
例
は
慧
遠
と
な
る
。

『
法
句
經
』
序
（T0210　

吳
：
支
謙
）

T0210_.04.0566c06: 

武
昌
。
僕
從
受
此
五
百
偈
本
。
請
其
同
道
竺
將

T0210_.04.0566c07: 
焰
爲
譯
。
將
焰
雖
善
天
竺
語
未
備
曉
漢
。
其

T0210_.04.0566c08: 
所
傳
言
或
得
梵
語
。
或
以
義
出
音
。
迎
質
眞

T0210_.04.0566c09: 

樸
初
謙
其
爲
辭
不
雅
。
維
祇
難
曰
。
佛
言
。
依

『
大
智
度
論
』（T1509　

龍
樹
造
／
鳩
摩
羅
什
譯
）

T1509_.25.0080a03: 

故
名
比
丘
。
復
次
出
家
人
名
比
丘
。
譬
如
胡
漢

T1509_.25.0080a04: 

羌
虜
各
有
名
字
。
復
次
受
戒
時
自
言
。
我
某

『
觀
無
量
壽
經
義
疏
』（T1749　

慧
遠
）

T1749_.37.0177c26: 

正
明
懺
也
。
求
佛
哀
憐
聽
己
懺
謝
故
曰
求
哀
。
懺

T1749_.37.0177c27: 

摩
胡
語
此
云
悔
過
。
胡
漢
竝
擧
故
曰
懺
悔
。
彼
韋

『
大
般
涅
槃
經
義
記
』（T1764　

慧
遠
）

T1764_.37.0699a07: 

尊
法
身
舍
利
應
敬
塔
廟
尋
相
趣
入
。
此
法
身
者

T1764_.37.0699a08: 

佛
法
性
身
。
舍
利
胡
語
。
此
飜
名
身
。
胡
漢
竝
擧
。
故

T1764_.37.0618c14: 

出
大
音
聲
。
是
其
總
也
。
音
謂
言
音
。
謂
梵
漢
等
音

T1764_.37.0618c15: 

體
是
聲
。
下
別
顯
之
。
大
有
三
義
。
一
寛
遠
故
大
。
二

T1764_.37.0850b08: 

十
七
品
所
行
名
爲
涅
槃
其
義
相
似
。
問
曰
涅
槃

T1764_.37.0850b09: 

此
飜
名
滅
。
蓋
乃
胡
漢
相
飜
而
已
。
今
云
何
言
諸

『
溫
室
經
義
記
』（T1793　

慧
遠
）

T1793_.39.0512c28: 

僧
所
洗
。
外
國
正
音
名
曰
僧
伽
。
此
云
和
衆
。
行
德

T1793_.39.0512c29: 

無
乖
名
之
爲
和
。
和
者
非
一
目
之
爲
衆
。
衆
是
漢

T1793_.39.0513a01: 

名
。
僧
是
胡
稱
。
胡
漢
并
擧
故
曰
衆
僧
。
問
曰
。
耆
域

『
大
乘
義
章
』（T1851　

慧
遠
）

T1851_.44.0774c20: 

分
共
成
一
治
。
此
亦
如
是
。
所
言
支
者
名
兼
胡
漢
。

T1851_.44.0774c21: 

胡
語
名
支
。
此
飜
名
因
。
如
辟
支
迦
此
名
因
緣
。
漢

T1851_.44.0774c22: 

語
名
枝
。
是
其
枝
別
。
別
義
如
前
。
所
言
具
者
。
是
其

T1851_.44.0774c23: 

因
義
。
如
米
麺
等
名
爲
食
具
。
彼
念
處
等
成
道
之

こ
れ
ら
の
用
例
の
中
で
特
に
着
目
し
た
い
の
が
、『
高
僧
傳
』
と
ほ
ぼ
同
時
期

の
天
監
九
〜
十
七
（
五
一
〇
〜
五
一
八
）
年
に
僧
祐
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
現
存
最

古
の
佛
敎
書
目
錄
で
あ
る
『
出
三
藏
記
集
』（T2145　

以
下
、
僧
祐
錄
と
略
す
）

の
「
胡
漢
譯
經
音
義
同
異
記
第
四
」（T2145_.55.0004b01

）
で
あ
る
。

こ
の
一
節
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

字
・
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー

字
・
漢
字
そ
れ
ぞ

れ
の
歷
史
や
特
長
及
び
譯
經
の
困
難
さ
に
つ
い
て
觸
れ
た
も
の
だ
が
（T2145_.

55.0004b01

〜0005a12

）、
序
の
標
目
錄
（T2145_.55.0001b21

）
竝
び
に
、

唐
の
智
昇
『
開
元
釋
敎
錄
』（T2154_.55.0574b20　

開
元
十
八
（
七
三
〇
）
年
）

及
び
、
同
じ
く
唐
の
圓
照
『
貞
元
新
定
釋
敎
目
錄
』（T2157_.55.0898c26　

貞



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

九

元
十
六
（
八
〇
〇
））
に
引
く
僧
祐
錄
の
目
錄
で
は
何
れ
も
「
胡
漢
譯
經

字
音

義
同
異
記
第
四
」
に
作
る
こ
と
か
ら
、
本
來
は
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
お
り
、
ま

た
本
節
の
冒
頭
が

字
の
歷
史
と
そ
の
特
長
を
述
べ
て
い
る
点
か
ら
し
て
も
、

0004b01
は
「

字
」
の
二
字
が
脱
落
し
た
と
判
斷
さ
れ
る
。
從
っ
て
、
こ
の
記

述
が
「
漢
＋

字
」
の
形
式
が
揃
っ
た
最
古
の
用
例
と
な
る
。

直
接
的
に
「
漢
字
」
を
使
用
す
る
例
は
唐
代
の
義
淨
に
ま
で
降
る
が
、
そ
れ
は

偶
然
殘
っ
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、僧
祐
錄
の
記
述
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に「
漢

字
」
と
い
う
表
現
は
そ
れ
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
と
し
て
よ
い
。
た
だ
し
、

汎
稱
と
し
て
の
漢
の
發
生
と
同
時
期
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
疑
問
が
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
胡
の
原
義
で
あ
る
匈
奴
を
始
め
と
す
る
後
漢
期
北
族
は
「
夷
狄

不
識

字
」（
陳
壽
『
魏
志
』
烏
丸
鮮
卑
東
夷
傳
第
三
十
）
と
後
漢
末
〜
三
國
期

に
至
っ
て
も
自
前
の

字
を
持
た
ず
、
專
ら

字
と
言
え
ば
漢
字
を
指
し
た
か
ら

で
あ
る
。
一
應
、
初
期
の
譯
經
僧
の
代
表
格
と
し
て
知
ら
れ
る
パ
ル
テ
ィ
ア
出
身

の
安
世
高
の
よ
う
に
、
漢
字
以
外
の
高
度
な

字

化
を
有
す
る
地
域
に
出
自
す

る
人
物
が
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
譯
經
の
場
に
お
い
て
、「
漢
語
を
記

す
た
め
の

字
」
と
い
う
連
想
か
ら
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
を
使
用
し
て
い
た
可

能
性
は
皆
無
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
佛
典
の
東
漸
が
、

字
に
書
か
れ
た
テ
キ
ス
ト
ば
か
り
で
は
な
く
、

人
の
記
憶
と
音
聲
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
譯
經
の
作
業

も
ま
た
梵
語
・
胡
語
の
音
讀
↓
漢
語
へ
の
飜
譯
（
音
讀
）
↓
漢
字
で
の
筆
受
と
校

正
と
い
う
過
程
を
經
て
行
わ
れ
る
以
上
（
參
考
：
船
山
徹
二
〇
一
三
第
三
章
）、

漢
地
の
人
々
に
と
っ
て
は
漢
字
以
外
の

字
を
知
る
機
會
が
ど
れ
ほ
ど
で
あ
っ
た

か
は
定
か
で
は
な
い
。

そ
の
た
め
、音
聲
言
語
で
あ
り
譯
經
の
場
で
常
に
意
識
さ
れ
る
「
漢
語
」
や
「
胡

語
」
よ
り
も
、「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
の
發
生
や
定
着
が
降
る
可
能
性
は
高
い
。

お
そ
ら
く
、
中
華
世
界
で
の
定
着
は
カ
ロ
シ
ュ
テ
ィ
ー

字
や
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

字
と
い
っ
た
中
央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
由
來
の

字
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
テ
キ
ス

ト
の
中
華
世
界
へ
の
請
來
を
待
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
比
較
對
照
す
る
も
の
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
、
相
對
的
稱
謂
と
し
て
の
「
漢
字
」
と
い
う
表
現
を
意
識
し
だ

す
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

第
三
章　

何
故
「
漢
」
が
選
擇
さ
れ
た
の
か

前
章
で
は
、「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
の
最
古
の
用
例
が
、
唐
代
の
義
淨
に
ま
で

遡
る
こ
と
、
ま
た
我
が
國
で
の
同
樣
の
例
が
傳
敎
大
師
最
澄
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
。
そ
し
て
、
漢
字
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
に
類
し
た
使
用
例
と
し
て

は
僧
祐
錄
に
ま
で
遡
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
漢
が
梵
や
胡
と
對
應
す
る
接
頭
辭
と
し
て
選
擇
さ
れ
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
漢
譯
佛
典
の
世
界
で
は
漢
が
一
地
域
で
あ
る
中
華
世
界
を
示
す
た
め

の
語
彙
で
あ
り
續
け
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

た
だ
し
、
我
が
國
で
の
傳
統
的
中
華
圈
汎
稱
の
一
つ
と
し
て
「
唐か

ら

」
が
使
用
さ

れ
る
よ
う
に
、
中
華
世
界
に
對
す
る
汎
稱
が
王
朝
の
興
亡
と
共
に
變
化
す
る
可
能

性
は
あ
り
得
た
は
ず
で
あ
る
（
後
述
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
實
際
に
存
在
し
た
）。

で
は
な
ぜ
、「
漢
」
が
最
終
的
に
選
擇
さ
れ
た
の
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
中
華
世

界
の
汎
稱
の
歷
史
と
い
う
觀
點
か
ら
、
本
章
で
檢
討
を
試
み
る
こ
と
に
す
る
。

旣
に
述
べ
た
よ
う
に
、
胡
は
元
々
匈
奴
の
漢
風
の
略
稱
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
漢

に
い
た
っ
て
北
族
の
汎
稱
と
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
白
鳥
庫
吉
一
九
七
〇
）。
そ



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

一
〇

の
た
め
、
胡
と
對
應
す
る
言
葉
と
し
て
、
そ
の
時
期
に
中
華
世
界
を
統
一
す
る
存

在
で
あ
っ
た
漢
王
朝
が
選
擇
さ
れ
た
の
は
あ
る
意
味
當
然
だ
ろ
う
。

實
際
、
中
華
の
支
配
域
の
人
間
を
「
漢
人
」
と
稱
す
る
例
は
、
旣
に
『
漢
書
』

に
見
え
る
。

匈
奴
列
傳
下

近
西
羌
保
塞
、
與
漢
人
交
通
、
吏
民
貪
利
、
侵
盜
其
畜
產
妻
子
、
以
此
怨
恨
、

起
而
背
畔
、
世
世
不
絕
。

張
騫
李
廣
利
傳
／
李
廣
利

貳
師
聞
宛
城
中
新
得
漢
人
知
穿
井
，
而
其
內
食
尚
多
。

こ
の
用
例
の
う
ち
、
注
目
す
べ
き
な
の
が
後
者
で
あ
る
。
こ
の

は
大
宛
攻
略

直
後
、
李
廣
利
ら
が
、
大
宛
在
住
の
漢
人
が
井
戶
掘
り
を
敎
え
、
城
內
の
食
料
は

ま
だ
多
い
と
い
う
こ
と
を
聞
い
た
と
い
う
話
で
あ
る
が
、そ
こ
に
見
え
る
「
漢
人
」

を
『
史
記
』
大
宛
列
傳
で
は
「
秦
人
」
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
史
記
』
大
宛
列
傳

貳
師
與
趙
始
成
・
李
哆
等
計
、
聞
宛
城
中
新
得
秦
人
、
知
穿
井
、
而
其
內
食

尚
多
。
所
爲
來
、
誅
首
惡
者
毋
寡
。

實
際
に
は
、『
漢
書
』
の
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
史
記
』
に
取
材
し
た
こ
と

が
明
白
で
あ
り
、
班
固
が
そ
の
記
述
を
わ
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
秦
を
漢
に
變

更
し
た
の
だ
ろ
う
。
一
方
、『
漢
書
』
西
域
傳
に
も
「
秦
人
」
の
用
例
が
見
ら
れ
、

こ
れ
に
對
し
顏
師
古
『
漢
書
注
』
で
は
「
謂
中
國
人
爲
秦
人
、
習
故
言
也
。」
と

解
說
す
る
。

『
漢
書
』
西
域
傳
第
六
十
六
下
／
渠
犂

曩
者
、
朕
之
不
明
、
以
軍
候
弘
上
書
言
、
匈
奴
縛
馬
前
後
足
、
置
城
下
、
馳

言
、
秦
人
、
我
匄
若
馬
、
又
漢
使
者
久
留
不
還
、
故
興
遣
貳
師
將
軍
、
欲
以

爲
使
者
威
重
也
。

以
上
の
用
例
か
ら
す
れ
ば
、「
秦
人
」
こ
そ
大
宛
人
に
と
っ
て
中
華
世
界
の
人

を
指
す
標
準
語
彙
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
秦
が
滅
亡
し
て
百
年
以
上
を
經

た
前
漢
武
帝
當
時
で
す
ら
、
西
域
で
は
秦
が
未
だ
中
華
世
界
の
汎
稱
と
し
て
通
用

し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
は
、
北
族
の
側
で
は
中
華
世
界
の
汎
稱
と
し
て
王
朝
名
を
用

い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
王
朝
の
交
代
と
共
に
そ
れ
が
入
れ
替
わ
ら
な

い
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。

他
方
、
中
華
世
界
の
側
に
目
を
轉
ず
る
と
、
こ
ち
ら
で
も
當
時
の
王
朝
名
を
汎

稱
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

例
え
ば
、
義
淨
の
『
梵
字
千
字

』
を
踏
ま
え
た
全
眞
に
よ
る
『
唐
梵

字
』

（T2134　

開
成
四
（
八
三
九
）
年
）
で
は
、漢
の
代
わ
り
に
唐
を
使
用
し
て
い
る
。

更
に
は
「
漢
字
」
二
字
の
現
存
最
初
の
使
用
者
で
あ
る
義
淨
で
す
ら
『
南
海
寄
歸

內
法
傳
』（
天
授
二
（
六
一
八
）
年
）
で
「
唐
語
（T2125_.54.0226b20

）」
を

使
用
す
る（
15
）。



漢
字
學
硏
究　

第
二
號

一
一

唐
以
前
の
王
朝
名
を
汎
稱
と
し
て
用
い
る
例
と
し
て
は
、『
後
出
中
阿
含
經
』

末
尾
の
「
後
出
中
阿
含
經
記
」（
正
書
さ
れ
た
隆
安
五
（
四
〇
一
）
年
よ
り
、
さ

ほ
ど
降
ら
な
い
時
期
の
も
の
か（
16
））
に
見
え
る
「
晉
言
」「
漢
語
」「
轉
胡
爲
晉
」

な
ど
の
表
現
が
あ
げ
ら
れ
る（
17
）。
そ
の
中
で
も
特
に1.0809b26-28

で
は
、「

賓
沙
門
僧
伽
羅
叉
。令
誦
胡
本
。請
僧
伽
提
和（
18
）轉
胡
爲
晉
。豫
州
沙
門
道
慈
筆
受
。」

と
實
際
の
譯
經
作
業
の
樣
子
が
記
さ
れ
て
い
る
點
に
着
目
し
た
い
。

T0026_.01.0809b08: 
次
未
善
晉
言
故
使
爾
耳
。
會
燕
秦
交
戰
。
關

T0026_.01.0809b12: 

洛
邑
。
四
五
年
中
硏
講
遂
精
。
其
人
漸
曉
漢

T0026_.01.0809b13: 

語
。
然
後
乃
知
先
之
失
也
。
於
是
和
乃
追
恨

T0026_.01.0809b27: 

請
僧
伽
提
和
轉
胡
爲
晉
。
豫
州
沙
門
道
慈

T0026_.01.0809c14: 

晉
胡
方
言
者
訪
其
得
失
刊
之
從
正

こ
こ
で
は
「
胡
本
」
の
テ
キ
ス
ト
を
音
讀
し
、
そ
れ
を
「
晉
」
の
言
語
に
飜
譯

し
、
そ
れ
を
筆
受
す
る
と
い
う
飜
譯
の
具
體
的
な
過
程
が
書
か
れ
て
い
る
が（
19
）、

こ
の
記
は
東
晉
隆
安
年
間
（
三
九
七
〜
四
〇
一
年
）
の
事
情
を
記
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
本
記
を
記
し
た
道
慈
が
筆
受
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
少
な
く
と

も
そ
の
頃
に
は
地
域
や

化
圈
を
指
示
す
る
語
と
し
て
「
漢
」
や
「
晉
」
が
併
用

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
了
解
さ
れ
る（
20
）。

以
上
の
點
か
ら
す
れ
ば
、現
在
の
王
朝
名
を
地
域
の
汎
稱
と
し
て
使
用
し
つ
つ
、

な
お
古
稱
で
あ
る
漢
が
使
わ
れ
續
け
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

實
際
、
東
晉
と
唐
の
間
の
時
期
で
も
、
漢
を
中
華
の
汎
稱
と
す
る
用
例
は
い
く

つ
も
見
出
さ
れ
る
。

例
え
ば
僧
祐
錄
に
は
「
漢
音
」・「
漢

」・「
華
語
」
の
用
例
が
見
え
る
が（
21
）、
同

書
收
錄
の
後
漢
支
婁
迦
讖（
光
和
二（
一
七
九
）年
）譯
の『
道
行
般
若
經
』（T0224

）

釋
道
安
序
（
生
沒
：
三
一
四
〜
三
八
五
年
）
に
、「
漢

」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

ま
た
、そ
れ
よ
り
や
や
降
る
、曇
摩
難
提
譯
『
阿
育
王
太
子
法
益
壞
目
因
緣
經
』（
後

秦
の
建
初
六
（
三
九
一
）
年
譯
出
）
の
序
に
も
「
漢

」
と
い
う
表
現
が
見
え
る
。

『
道
行
般
若
經
』（T0224

）
釋
道
安
序

T0224_.08.0425b09: 

品
。
桓
靈
之
世
。
朔
佛
齎
詣
京
師
。
譯
爲
漢

。
因
本

T0224_.08.0425b10: 

順
旨
轉
音
如
已
。
敬
順
聖
言
。
了
不
加
飾
也
。
然
經

T0224_.08.0425b11: 

旣
抄
撮
合
成
音
投
。
音
殊
俗
異
。
譯
人
口
傳
。
自
非

T0224_.08.0425b12: 

三
達
。
胡
能
一
一
得
本
緣
故
乎
。
由
是
道
行
頗
有

T0224_.08.0425b13: 

首
尾
隱
者
。
古
賢
論
之
。
往
往
有
滯
。
仕
行
恥
此
尋

『
出
三
藏
記
集
』（T2145

）
合
微
密
持
經
記
第
二
十

T2145_.55.0051c21: 

又
別
剡
西
臺
曇
斐
記
云

T2145_.55.0051c22: 

此
經
。
凡
有
四
本
。
三
本
竝
各
二
名
。
一
本
三
名
。
備

T2145_.55.0051c23: 

如
後
列
。
其
中

句
參
差
。
或
胡
或
漢
音
殊
。
或

T2145_.55.0051c24: 

隨
義
制
語
。
各
有
左
右
。
依
義
順

。
皆
可
符
同
。
所



「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
は
い
つ
作
ら
れ
た
の
か
（
續
編
）

一
二

同　

安
世
高
傳
第
一

T2145_.55.0095a19: 

漢
桓
帝
之
初
。
始
到
中
夏
。
世
高
才
悟
幾
敏
一
聞

T2145_.55.0095a20: 

能
達
。至
止
未
久
。卽
通
習
華
語
。於
是
宣
釋
衆
經

T2145_.55.0095a21: 

改
胡
爲
漢
。
出
安
般
守
意
陰
持
入
經
大
小
十
二

T2145_.55.0095a22: 

門
及
百
六
十
品
等
。
初
外
國
三
藏
衆
護
撰
述
經

T2145_.55.0095a23: 

要
爲
二
十
七
章
。
世
高
乃
剖
析
護
所
集
七
章
。
譯

T2145_.55.0095a24: 
爲
漢

。
卽
道
地
經
也
。
其
先
後
所
出
經
。
凡
四

『
阿
育
王
太
子
法
益
壞
目
因
緣
經
』
序

T2045_.50.0172b12:

故
請
天
竺
沙
門
曇
摩
難
提
。
出
斯
緣
本
。
秦

T2045_.50.0172b13: 

建
初
六
年
歲
在
辛
卯
。
於
安
定
城
。
二
月
十
八
日

T2045_.50.0172b14: 

出
至
二
十
五
日
乃
訖
。
梵
本
三
百
四
十
三
首
盧

T2045_.50.0172b15: 

冶
傳
爲
漢

。
一
萬
八
百
八
十
言
。
念
譯
晉
音

T2045_.50.0172b16: 

情
義
實
難
。

こ
れ
に
對
し
、
晉
や
唐
は
、
上
述
し
た
我
が
國
の
「
唐か

ら
も
の物
」
の
よ
う
な
例
外
が

あ
る
が
、
原
則
と
し
て
そ
の
王
朝
が
續
い
て
い
る
間
（
あ
る
い
は
そ
の
王
朝
に
在

世
し
た
人
の
傳
記
な
ど
）
し
か
汎
稱
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
複
數
王
朝
を

ま
た
い
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
、
漢
は
、
少
な
く
と
も
漢
譯
佛
典
の
世
界
で
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
中

華
世
界
の
汎
稱
と
し
て
使
わ
れ
續
け
て
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
佛
敎
傳
來
と
譯
經

の
歷
史
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
中
華
世
界
に
佛
敎
が
傳
來
し
た
時
期
に
つ
い
て
は
諸
說
が
あ
る
が
、
遲

く
と
も
後
漢
の
初
頭
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
（
任
繼
愈
／
丘
山
新
他
譯

一
九
九
二
）。
更
に
、
胡
語
か
ら
漢
語
へ
の
飜
譯
が
始
ま
っ
た
の
も
後
漢
の
時
代

で
あ
る
。
從
っ
て
、
當
時
の
中
華
の
汎
稱
で
あ
る
漢
と
北
方
〜
西
北
系
諸
族
の
汎

稱
で
あ
っ
た
胡
が
そ
れ
ぞ
れ
選
擇
さ
れ
た
の
は
當
然
で
あ
り
、
必
然
的
に
そ
れ
を

接
頭
辭
に
付
け
て
「
漢
（
胡
）
語
」「
漢
（
胡
）
言
〜
」
と
い
っ
た
表
現
を
利
用

す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
想
定
さ
れ
る（
22
）。

殘
念
な
が
ら
後
漢
の
譯
經
に
は
そ
れ
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
は
な
い
。
譯
經
に

攜
わ
っ
た
人
間
の
記
錄
と
し
て
は
、
後
漢
末
か
ら
三
國
吳
に
か
け
て
の
支
謙
（
祖

先
が
後
漢
靈
帝
期
に
大
月
氏
よ
り
中
國
に
移
住
し
、
本
人
は
後
漢
末
の
戰
亂
を
避

け
て
江
南
地
方
に
移
住
し
た
）
の
書
い
た
も
の
と
さ
れ
る
『
法
句
經
』（T0210

）

序
の
用
例
が
最
初
期
の
も
の
と
な
る
。
彼
は
吳
移
住
後
に
も
關
わ
ら
ず
、
汎
稱
と

し
て
「
天
竺
」
と
「
漢
」
を
對
比
し
つ
つ
（0566b29

）、「
梵
爲
秦
」（0566c03

）

の
よ
う
に
よ
り
古
い
汎
稱
で
あ
る
古
稱
で
あ
る
秦
も
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
支

謙
譯
の
經
典
に
は
、「
漢
言
○
○
」
と
い
う
注
記
が
複
數
見
ら
れ
る
。
從
っ
て
支

謙
の
意
識
の
中
で
は
汎
稱
と
し
て
漢
を
意
識
的
に
使
用
し
よ
う
と
し
た
痕
跡
が
見

え
る
が
、
こ
れ
は
、
汎
稱
と
し
て
の
秦
の
地
位
が
未
だ
續
い
て
い
た
點
と（
23
）、
譯

經
の
場
に
お
い
て
汎
稱
と
し
て
の
漢
の
使
用
が
そ
れ
な
り
に
定
着
し
て
い
た
こ
と

を
示
唆
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

T0210_.04.0566b29: 

又
諸
佛
興
皆
在
天
竺
。
天
竺
言
語
與
漢
異
音

T0210_.04.0566c01: 

云
。
其
書
爲
天
書
語
爲
天
語
。
名
物
不
同
傳

T0210_.04.0566c02: 

實
不
易
。
唯
昔
藍
調
安
侯
世
高
都
尉
佛
調
。
譯

T0210_.04.0566c03: 

梵
爲
秦
。
實
得
其
體
。
斯
已
難
繼
。
後
之
傳
者
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『
佛
說
月
明
菩
薩
經
』

T0169_.03.0411a14: 

羅
法
漢
言
月
明

。
有
淸
潔
之
行
。
佛
譬
童
男
故
言
月
明
。

『
佛
說
維
摩
詰
經
』

T0474_.14.0519b28: 

自
然
師
子
之
座
。
於
是
維
耶
離
國
。
有
長
者
子
名

T0474_.14.0519b29: 

羅
隣
那
竭
漢
言
曰

寶
事

。
與
五
百
長
者
子
倶
。

T0474_.14.0520c24: 
是
時
維
耶
離
大
城
中
。
有
長
者
名
曰
維
摩
詰
漢
言
無

垢
稱

T0474_.14.0525b08: 

分
奉
彼
頭
波
變
如
來
至
眞
等
正
覺
。
并
見
其
衆
及

T0474_.14.0525b09: 

國
土
。
頭
波
變
漢
言
固
受

其
國
名
炎
氣
。
皆
見
珠
瓔
懸

T0474_.14.0525b18: 

佛
復
告

殊
師
利
漢
言
濡
首

汝
詣
維
摩
詰
問
疾
。

殊

T0474_.14.0532b05: 

河
沙
刹
。
得
忍
世
界
。
有
佛
名
釋
迦

漢
言
能
仁

T0474_.14.0532b06: 

如
來
至
眞
等
正
覺
。
於
五
濁
刹
以
法
解
說
懈
廢

T0474_.14.0535c10: 

世
有
佛
名
俾
沙
闍
羅
耶
漢
言
藥
王

如
來
至
眞
等
正

T0474_.14.0535c11: 

覺
明
行
成
爲
善
逝
世
間
解
無
上
士
道
法
御
天
人

お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
「
漢
で
は
○
○
と
言
う
」
と
い
う
表
現
は
、
後
漢
よ
り

續
く
譯
經
の
場
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
匈
奴
以

來
の
北
族
と
の
交
涉
史
の
過
程
で
、
中
華
世
界
の
汎
稱
と
し
て
の
漢
が
あ
り
、
そ

し
て
そ
こ
で
使
用
さ
れ
る
音
聲
言
語
を
意
味
す
る
「
語
」
に
「
漢
」
を
加
え
て
「
漢

語
」
と
い
う
表
現
が
ま
ず
は
生
じ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
背
景
に
、
中

央
ア
ジ
ア
や
イ
ン
ド
由
來
の
中
華
と
は
異
な
る

字
と
接
觸
し
た
結
果
、
書
記
言

語
と
し
て
の
「
漢

」
や
書
記
記
號
と
し
て
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
も
ま
た
發
生

し
、
定
着
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
汎
稱
と
し
て
の
漢
が
王
朝
の
交
代
と
共
に
入
れ
替
わ
る
こ
と
な
く
漢
が

使
用
し
續
け
た
理
由
は
、
漢
王
朝
が
前
後
約
四
百
年
と
長
期
に
わ
た
っ
て
存
續
し

た
こ
と
で
、
汎
稱
と
し
て
の
漢
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
後

三
國
志
の
時
代
に
轉
ず
る
と
、
中
華
世
界
を
代
表
す
る
存
在
が
無
く
な
り
、
以
前

と
變
わ
ら
ず
漢
が
使
用
さ
れ
續
け
た
の
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、
晉
に
よ
る
統
一
に
伴
い
「
晉
語
」
と
い
う
表
現
が
生
じ
た
も
の
の
短

期
間
で
統
一
が
失
わ
れ
た
結
果
、「
晉
語
」
以
前
か
ら
定
着
し
て
い
た
「
漢
語
」
や

「
漢
字
」
が
そ
の
後
も
數
百
年
に
わ
た
っ
て
使
用
さ
れ
續
け
た
。
一
應
、
長
江
以
南

に
支
配
域
を
縮
小
し
た
東
晉
で
も
、
上
述
の
東
晉
記
に
書
か
れ
た
「
後
出
中
阿
含

經
記
」
で
は
未
だ
汎
稱
と
し
て
の
「
晉
」
を
使
い
、
北
魏
の
菩
提
流
支
が
「
魏
」

を
使
用
す
る
よ
う
に
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
を
統
一
し
た
王
朝
名
を
地
域
の
汎
稱
と
し

て
使
用
す
る
例
は
見
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
が
短
期
の
興
亡
を
繰
り
返
し

た
た
め
、
王
朝
の
終
焉
と
共
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
ま
た
、
新
た

な
汎
稱
と
し
て
中
華
の
古
稱
で
あ
る
「
夏
」
や
略
稱
で
あ
る
「
華
」
を
使
用
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
が
定
着
せ
ず
、
漢
を
排
除
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

『
金
剛
仙
論
』
北
魏
：
菩
提
流
支
譯　

？
〜
孝
昌
三
（
五
二
七
）
年

T1512_.25.0801b11: 

所
說
所
以
可
信
故
。
次
言
婆
伽
婆
。
然
此
名
。
乃
是
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T1512_.25.0801b12: 

西
國
正
音
。
魏
無
正
名
相
播
。
故
仍
存
胡
本
。
義

『
僧
祐
錄
』
大
智
釋
論
序
第
十
九　

釋
僧
叡

T2145_.55.0075a15: 

論
。
論
之
略
本
有
十
萬
偈
。
偈
有
三
十
二
字
。
并
三

T2145_.55.0075a16: 

百
二
十
萬
言
。
胡
夏
旣
乖
。
又
有
煩
簡
之
異
。
三

T2145_.55.0075a17: 

分
除
二
得
此
百
卷
。
於
大
智
三
十
萬
言
。
玄
章
婉

よ
う
や
く
長
期
の
統
一
王
朝
と
な
っ
た
唐
に
至
っ
て
も
そ
の
流
れ
は
變
わ
ら
な

か
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
佛
敎
漢
譯
の
場
に
お
い
て
は
汎
稱
と
し
て
の
「
唐
」
が

使
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、後
漢
以
來
の
膨
大
な
譯
經
の
蓄
積
も
あ
っ
て
か
、

「
漢
」
を
凌
駕
す
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、「
漢
字
」
と
い
う
語
が
い
つ
か
ら
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
に
つ

い
て
、
實
際
の
用
例
と
中
華
地
域
の
汎
稱
と
佛
敎
漢
譯
の
歷
史
か
ら
整
理
と
檢
討

を
試
み
た
。
こ
こ
に
も
う
一
度
そ
の
結
論
を
整
理
し
て
お
く
。

中
華
世
界
で
は
、
各
地
域
の
汎
稱
と
し
て
國
家
の
名
稱
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
秦
の
天
下
統
一
に
伴
い
、
王
朝
名
が
中
華
世
界
の
汎
稱
と
な
っ
た
。
ま
ず

こ
れ
が
前
提
と
し
て
存
在
す
る
。

そ
し
て
後
漢
の
頃
に
西
方
か
ら
佛
敎
が
傳
來
し
漢
譯
作
業
も
始
ま
っ
た
が
、
そ

の
頃
の
汎
稱
は
紛
れ
も
な
く
「
漢
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
、
飜
譯
作
業
の
都
合

上
、
漢
語
の
語
彙
と
し
て
の
「
語
」・「

」・「
字
」
を
一
種
形
而
上
的
に
言
語
や

字
に
關
わ
る
汎
稱
と
し
て
扱
い
、
そ
こ
に
地
域
の
汎
稱
を
加
え
る
こ
と
で
、
飜

譯
元
と
飜
譯
先
の
そ
れ
を
區
別
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、「
漢
語
」
や
「
漢

」、
あ
る
い
は
「
漢
字
」
と
い
う
語
彙
が
生
ま

れ
た
。

地
域
の
汎
稱
は
、
王
朝
の
交
代
と
共
に
緩
や
か
に
入
れ
替
わ
る
が
、
後
漢
王
朝

の
崩
壞
後
、
途
中
に
短
期
の
晉
王
朝
に
よ
る
統
一
を
挾
む
も
の
の
、
三
國
や
東
晉

と
五
胡
十
六
國
、
更
に
は
南
北
朝
と
い
う
長
期
の
分
裂
時
代
の
結
果
、
地
域
全
體

の
汎
稱
と
し
て
漢
に
取
っ
て
代
わ
る
語
彙
が
存
在
し
得
な
か
っ
た
た
め
、
漢
が
定

着
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
唐
王
朝
に
至
っ
て
も
變
わ
ら
ず
、
少
な
く
と
も
漢
譯
佛

典
や
そ
の
譯
經
の
場
に
お
い
て
は
、
後
漢
以
來
の
語
彙
を
排
除
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
漢
が
使
用
さ
れ
續
け
た
の
で
あ
る
。

本
論
の
結
論
と
し
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、
最
後
に
、
そ
の
後
の
現
在

に
至
る
流
れ
に
つ
い
て
推
測
を
交
え
て
簡
單
に
ま
と
め
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
前
稿
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、正
史
に
初
め
て
「
漢
字
」
が
見
え
る
の
は
、『
遼

史
』
で
あ
る
。
實
は
、正
史
に
「
漢
字
」
が
見
え
る
の
は
、『
遼
史
』
以
外
に
は
『
金

史
』・『
元
史
』
竝
び
に
『
淸
史
稿
』
で
あ
っ
て
、『
明
史
』
に
は
見
え
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
は
、
明
以
外
の
王
朝
が
獨
自
の

字
を
作
り
出
し
た
こ
と
に
求
め

ら
れ
る
が
、
そ
の
結
果
、
漢
字
は
唯
一
の

字
の
座
を
下
ろ
さ
れ
て
相
對
化
さ
れ
、

汎
稱
を
冠
し
た
呼
ば
れ
方
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
遼
の
段
階
で
「
漢
字
」
が
採
用

さ
れ
た
の
は
、
遼
王
朝
治
下
で
佛
敎
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
こ
で
使

用
さ
れ
て
い
た
「
漢
字
」
が
導
入
さ
れ
可
能
性
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
後
、
淸
朝
治
下
に
お
い
て
も
、
漢
字
は
滿
州

字
と
竝
ぶ
主
要
な

字
と

し
て
扱
わ
れ
て
は
い
た
が
、
唯
一
の
も
の
で
は
な
く
相
對
化
し
た
地
位
に
位
置
づ

け
ら
れ
、「
漢
字
」
と
稱
さ
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
こ
の
位
置
づ
け
こ
そ
が
、
現
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第
二
號

一
五

代
と
の
語
彙
の
繼
承
關
係
に
お
い
て
決
定
的
な
影
響
を
與
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
辛
亥
革
命
以
降
、
自
ら
の
言
語
を
表
現
す
る
語
彙
と
し
て
淸
朝
由
來
の
漢

語
や
漢
字
が
選
擇
さ
れ
た
結
果
が
、
現
在
ま
で
續
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ひ
る
が
え
っ
て
我
が
國
を
見
る
と
、漢
字
と
い
う
語
彙
の
我
が
國
へ
の
導
入
も
、

お
そ
ら
く
佛
敎
經
典
の
輸
入
と
共
に
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
王

仁
の
來
日
の
時
點
で
は
あ
く
ま
で
そ
れ
は
「
字
」
で
し
か
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

漢
字
と
い
う
語
彙
が
よ
り
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
密
敎
の
傳
來
に
よ

る
梵
字
の
學
習
に
起
因
す
る
。
そ
れ
は
、
圓
仁
の
招
來
目
錄
に
大
量
に
收
錄
さ
れ

る
梵
漢
對
象
型
の
書
物
に
象
徵
さ
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
漢
字
と
い
う
語
彙
の
普
及

も
又
、
佛
敎
と
共
に
行
わ
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
我
が
國
で
の
漢
字
と
い
う
語
彙
の

廣
範
な
定
着
は
、
お
そ
ら
く
は
江
戶
時
代
の
學
問
の
發
展
（
井
澤
長
秀
『
漢
字
和

訓
』・
本
居
宣
長
『
漢
字
三
音
考
』・
藤
井
常
枝
述
『
和
漢
字
名
錄
』
な
ど
）
を
待

つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
明
治
政
府
に
よ
る
語
彙
の
選
擇
の
結
果
、
最

終
的
に
漢
字
や
漢

と
い
う
語
彙
が
初
等
敎
育
な
ど
の
場
を
經
て
一
般
社
會
に
定

着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

本
論
で
は
、

字
の
歷
史
に
關
す
る
議
論
を
行
う
に
際
し
て
忘
れ
が
ち
に
な
っ

て
き
た
佛
典
を
對
象
に
採
り
上
げ
る
こ
と
で
、
從
來
の
議
論
の
枠
組
み
を
否
定
す

る
結
論
を
得
た
。
こ
れ
も
ま
た
經
書
や
史
書
を
ば
か
り
を
扱
っ
て
い
る
と
忘
れ
が

ち
に
な
る
が
、
漢
譯
佛
典
の
量
は
經
や
史
を
上
回
る
も
の
で
あ
り（
24
）、
そ
こ
に
は

漢
字
學
の
目
か
ら
み
る
と
、
ま
さ
に
寶
の
山
が
溢
れ
て
い
る
の
で
あ
る（
25
）。

註（
1
）http://archive.m

ag2.com
/0000083458/20130601180000000.htm

l　

二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日
閱
覽
。

（
2
）
以
下
の

章
は
、
山
田
の
執
筆
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。

（
3
）
中
國
學
に
關
す
る
デ
ジ
タ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
漢
字

獻

情
報
處
理
硏
究
會
編
二
〇
一
一
を
參
照
さ
れ
た
し
。

（
4
）SAT

の
利
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
漢
字

獻
情
報
處
理
硏
究
會
編
二
〇
一
一
を
參
照

さ
れ
た
し
。URL

：http://21dzk.l.u-tokyo.ac.jp/SAT/index.htm
l　

二
〇
一
四

年
二
月
二
七
日
閱
覽
。

（
5
）
各
經
典
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
鎌
田
茂
雄
／
河
村
孝
照
他
編

一
九
九
八
の
記
述
に
從
う
が
、
ま
ま
他
の
資
料
を
參
考
に
し
た
部
分
も
あ
る
（
そ
れ
ら

は
必
要
に
應
じ
て
、
本

・
注
で
述
べ
る
）。

（
6
）
T
は
漢
譯
佛
典
の
標
準
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』（
以
下
大
正
藏
と

略
す
）
の
略
表
記
で
あ
る
。
ま
た
T
の
直
後
の
數
値
は
大
正
藏
の
卷
數
で
あ
る
。

（
7
）
こ
れ
に
つ
い
て
、
漢
字

獻
情
報
處
理
硏
究
會
の
電
子
揭
示
板
上
で
、
上
智
大
學

の
瀨
間
正
之
氏
よ
り
、
二
〇
一
三
年
二
月
二
日
に
早
稻
田
大
學
日
本
古
典
籍
硏
究
所
・

浙
江
工
商
大
學
東
亞

化
硏
究
院
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
「

化
の
衝
突

と
融
合

―
東
ア
ジ
ア
の
視
點
か
ら

―
」
が
開
催
さ
れ
、
基
調
講
演
と
し
て
王
勇
氏

に
よ
る
「「
漢
字
」
誕
生
の
ひ
と
駒

―
「K

AN
JI

」
か
ら
「H

AN
ZI

」
へ

―
」
が

行
わ
れ
た
こ
と
、
そ
の
中
で
「
義
淨
の
『
梵
語
千
字

』
が
最
古
の
用
例
で
あ
る
」
と

い
う
趣
旨
の
報
告
を
さ
れ
た
と
の
助
言
を
い
た
だ
い
た
。
筆
者
は
當
該
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
不
參
加
で
あ
っ
た
た
め
、
詳
細
な
內
容
は
存
じ
上
げ
な
い
が
、
確
か
に
本
論
で
も
述

べ
た
よ
う
に
、「
漢
字
」
と
い
う
熟
語
の
最
古
の
用
例
は
義
淨
で
あ
る
と
し
て
よ
い
。

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
『
出
三
藏
記
集
』
卷
一
（T2145

）
に
「
胡
漢
譯
經

字

音
義
同
異
記
第
四
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
類
推
さ
れ
る
よ
う
に
、
唐
代
以
前
か
ら
「
漢

字
」
と
い
う
表
現
は
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

（
8
）『
台
州
錄
』
及
び
『
越
州
錄
』
に
つ
い
て
は
、
牛
場
眞
玄
が
何
れ
も
江
戶
期
の
僞
作

で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
が
（
牛
場
眞
玄
一
九
六
九
・
一
九
七
〇
・
一
九
七
二
）、
早
稻

田
大
學
藏
の
承
安
元
（
一
一
七
一
）
年
書
寫
の
奧
書
を
持
つ
平
安
後
期
寫
本
（
石
山
寺

舊
藏
）
の
存
在
が
知
ら
れ
る
以
上
、
牛
場
說
は
否
定
さ
れ
る
。
な
お
、
本
寫
本
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。早
稻
田
大
學「
古
典
籍
總
合
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
」
よ
り
：『
日
本
國
求
法
僧
最
澄
目
錄
』http://w

w
w
.w
ul.w
aseda.ac.jp/

kotenseki/htm
l/ha04/ha04_03224/index.htm

l　

二
〇
一
四
年
二
月
二
七
日
閱
覽
。

（
9
）『
越
州
錄
』
の
當
該
部
分
を
含
む
寫
眞
に
つ
い
て
は
、
傳
敎
大
師
奉
讚
會
一
九
三
六

や
京
都
國
立
博
物
館
／
東
京
國
立
博
物
館
編
二
〇
〇
五
、
比
叡
山
延
曆
寺
監
修

二
〇
〇
六
な
ど
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
10
）
上
記
東
洋

庫
藏
の
『
梵
字
千
字

』
は
九
世
紀
の
寫
本
と
さ
れ
る
が
、
越
州
錄

の
八
〇
五
年
と
い
う
九
世
紀
初
頭
の
抄
寫
時
期
を
考
慮
に
入
れ
れ
ば
、
こ
ち
ら
を
現
存

最
古
と
し
て
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

（
11
）
加
え
て
同
書
で
は
、
最
澄
以
外
の
入
唐
僧
が
將
來
し
た
經
典
や
、
そ
れ
を
踏
ま
え

て
彼
ら
が
記
し
た
書
物
の
中
に
漢
字
に
關
す
る
記
述
を
採
り
上
げ
て
い
る
。
ま
た
本
書

で
は
、
眞
名
と
假
名
と
い
う
語
彙
の
發
生
と
展
開
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
の
で
併
せ

て
參
考
に
さ
れ
た
し
。

（
12
）
こ
の
胡
語
に
つ
い
て
は
、
中
央
ア
ジ
ア
で
使
用
さ
れ
て
い
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
語
な
ど

が
含
ま
れ
る
（
參
考
：
榎
本

雄
一
九
八
八
）。

（
13
）
梵
は
旣
に
後
漢
の
支
婁
迦
讖
譯
の
『
道
行
般
若
經
』
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
あ

く
ま
で
梵
天
な
ど
の
語
で
用
い
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
意
味
で
は

ま
だ
使
用
さ
れ
て
は
い
な
い
。

（
14
）『
法
句
經
』
序
の
著
者
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
水
野
弘
元
一
九
八
一
で
は

の

內
容
か
ら
支
謙
の
作
と
す
る
。
今
、
こ
れ
に
從
う
。

（
15
）
實
際
に
は
、
當
時
の
王
朝
名
は
唐
で
は
な
く
、
則
天
武
后
が
聖
神
皇
帝
と
し
て
君

臨
す
る
周
王
朝
で
あ
り
、
こ
の
唐
も
從
前
の
汎
稱
を
變
更
し
て
い
な
い
例
に
屬
す
る
。

（
16
）
僧
祐
錄
序
卷
第
九
に
「
中
阿
含
經
序
第
八
」
と
題
し
て
同
一
の

を
載
せ
る
。
但
し
、

本

冒
頭
が
、「
中
阿
含
經
記
云
…
…
」
と
あ
る
の
が
異
な
る
。
こ
の
引
用
が
ど
こ
ま

で
の
も
の
か
に
つ
い
て
、中
嶋
隆
藏
一
九
九
七
で
は
「
中
身
が
ど
こ
ま
で
な
の
か
不
明
。

あ
る
い
は
冒
頭
の「
中
阿
含
經
記
云
」六
字
が
衍
字
。」と
す
る
。
お
そ
ら
く
元
々
は「
後

出
中
阿
含
經
記
第
八
」で
あ
っ
た
の
が
、後
世
の
誤
寫
に
よ
り
本

に
ま
ぎ
れ
て
し
ま
っ

た
も
の
だ
ろ
う
。
從
っ
て
本
論
で
は
、「
後
出
中
阿
含
經
記
」
よ
り
引
用
し
た
。

（
17
）
僧
祐
錄
で
は
、
筆
受
者
で
あ
る
道
慈
の
序
と
す
る
。

（
18
）
サ
ン
ガ
デ
ー
バ
。
カ
シ
ミ
ー
ル
の
人
。
前
秦
建
元
年
間
（
三
六
五
〜
三
八
四
）
に

長
安
に
來
た
る
。

（
19
）
こ
の
「
胡
」
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
で
は
な
く
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
地
方
で
話
さ
れ
て
い

た
言
語
と
さ
れ
る
。

（
20
）『
中
阿
含
經
』
に
つ
い
て
は
、
奈
良
時
代
の
天
平
寶
字
三
年
（
七
五
九
）
書
寫
の
寫

本
殘
卷
が
知
ら
れ
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
元
興
寺
經
。
醍
醐
寺
・
知
恩
院
・
奈
良
國
立
博

物
館
・
五
島
美
術
館
藏
）。
殘
念
な
が
ら
本
記
の
部
分
は
殘
さ
れ
て
い
な
い
が
、
佛
敎

經
典
の
傳
來
と
學
習
の
進
展
に
從
い
、
梵
語
・
胡
語
・
漢
語
と
い
っ
た
語
彙
が
受
容
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

（
21
）
我
が
國
で
も
、『
日
本
紀
略
』
延
曆
十
一
年
（
七
九
二
）
閏
十
一
月
辛
丑
廿
「
辛
丑
。

敕
。
明
經
之
徒
、
不
可
習
音
。
發
聲
誦
讀
。
旣
致
訛
謬
。
熟
習
漢
音
。」
に
「
漢
音
」

と
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
日
本
紀
略
』の
漢
音
は
唐
代
長
安
音
で
あ
り
、

『
出
三
藏
記
集
』
の
漢
音
と
は
そ
の
指
す
所
が
異
な
る
。

（
22
）
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の
表
現
は
、
旣
に
前
漢
以
來
の
北
族
と
の
交
涉
の
過
程
で
使
用

さ
れ
て
い
た
も
の
を
借
用
し
た
可
能
性
を
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

（
23
）
こ
の
よ
う
に
西
域
や
西
域
出
身
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
、
汎
稱
と
し
て
の
秦
の
使

用
が
根
強
く
續
い
た
か
ら
こ
そ
、
後
世
「China

」
や
「
震
旦
」
の
よ
う
な
秦
由
來
の

語
彙
が
形
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
24
）
大
正
藏
の
テ
キ
ス
ト
部
分
に
含
ま
れ
る

字
數
は
、
の
べ
約
一
億
五
千
萬
字
に
の

ぼ
る
と
の
こ
と
（
永
崎
硏
宣
／
淸
水
元
廣
／
下
田
正
弘
二
〇
一
三
）。

（
25
）
こ
れ
は
道
敎
の
一
切
經
で
あ
る
『
道
藏
』
や
我
が
國
に
殘
さ
れ
た
樣
々
な
漢
語
由

來
の
語
彙
も
同
樣
で
あ
る
。
筆
者
も
本
論
の
執
筆
に
際
し
て
、『
道
藏
』
關
連
や
日
本

學
や
日
本
史
學
關
係
の
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
利
用
し
て
檢
索
を
し
た
が
、
今

回
は
佛
典
に
見
え
る
材
料
が
最
も
有
意
も
の
と
な
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
引
用
を
し
て

い
な
い
。
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八
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八
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史
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史
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書
七

同
二
〇
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「
書
同

考
」『
史
林
』
九
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史
學
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會
（
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學
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書
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」
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〇
〇
九
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國
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史
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史
學
會
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書
八
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〇
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號　

立
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念
東
洋

字
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硏
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所

　

な
お
、
本
稿
は
二
〇
一
三
年
度
科
學
硏
究
費
補
助
金
・
基
盤
硏
究
（
B
）「
情
報
化
時
代

に
お
け
る
中
國
學
次
世
代
デ
ジ
タ
ル
硏
究
基
盤
の
確
立
」（
代
表
者
：
二
階
堂
善
弘　

課
題

番
號
：
２
３
３
２
０
０
１
０
）
に
よ
る
硏
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

追
記本

稿
脱
稿
後
、
た
ま
た
ま
讀
ん
で
い
た
船
山
徹
「
漢
字
文
化
に
與
え
た
イ
ン
ド

系
文
字
の
影
響

―
隋
唐
以
前
を
中
心
に
」（
冨
谷
至
編
『
漢
字
の
中
國
文
化
』（
昭

和
堂
、
二
〇
〇
八
年
所
收
））
に
よ
り
、
西
晉
の
竺
法
護
譯
『
普
陽
經
』
に
擧
げ
ら

れ
る
六
十
四
種
の
文
字
の
中
に
、「
秦
書
」
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。

ま
た
當
該
論
文
で
は
、『
普
陽
經
』
に
つ
い
て
は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
版
『
ラ
リ
タ

ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』が
殘
さ
れ
て
お
り
、そ
れ
と
の
對
象
で
當
該
個
所
がCīna-lipi（
チ
ー

ナ
の
文
字
）
で
あ
る
こ
と
も
併
せ
て
知
る
こ
と
と
な
っ
た
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

上
記
船
山
論
文
が
、
饒
宗
頤
「
蜀
布
與Cīnapa

a

」『
梵
學
集
』
所
收
に
既
に
指

摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
記
す
）。
外
薗
幸
一
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
の
硏
究
（
上
）』

（
大
東
出
版
社
、
一
九
九
四
年
）
に
よ
る
と
、
現
行
の
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
は

『
普
陽
經
』底
本
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
か
ら
更
に
增
補
改
訂
を
經
た
も
の
で
あ
る
が
、

Cīna-lipi

を
含
む
最
古
層
の
編
纂
は
後
一
世
紀
頃
に
行
わ
れ
た
と
さ
れ
る
（
ち
な

み
に
本
書
が
校
訂
し
た
『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
テ
キ
ス
ト
で
はcīnalipi ṃ

と
表

記
し
、
ま
た
當
該
語
を
「
支
那
文
字
」
と
飜
譯
す
る
）。

從
っ
て
、『
ラ
リ
タ
ヴ
ィ
ス
タ
ラ
』
編
纂
地
で
あ
る
當
時
の
西
北
イ
ン
ド
で
は
中

華
の
汎
稱
と
し
て
秦
に
由
來
す
るCīna

を
使
用
し
、
ま
た
我
々
が
「
漢
字
」
と
呼

ぶ
文
字
の
存
在
を
（
現
物
は
と
も
か
く
存
在
自
體
は
）
知
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
漢
字
に
類
す
る
表
現
と
し
て
はCīna-lipi

を
飜
譯
し
た
語
で
あ
る
秦

書
が
、
僧
祐
錄
よ
り
も
更
に
遡
っ
た
事
例
と
な
る
。
た
だ
し
、
こ
の
表
現
は
あ
く

ま
で
飜
譯
上
の
語
彙
で
あ
っ
て
、
漢
字
を
表
現
す
る
そ
れ
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
理
由
は
、
や
は
り
他
稱
で
あ
っ
た
た
め
に
使
用
機
會
自
體
が
殆
ど
無
か
っ
た

こ
と
、
ま
た
中
華
の
汎
稱
と
し
て
の
秦
は
古
い
も
の
で
あ
り
、
既
に
四
百
年
間
使

用
さ
れ
て
き
た
漢
を
凌
駕
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
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崇
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學
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大
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學
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（
橫
大
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京
都
西
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校
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師
）

（
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建
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西
安
工
業
大
學
講
師
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